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緒 言
　生体の外科的手術に際して，その前後の養護処
置として輸血，代用血漿及び乾燥血漿，、アミノ酸
液，アルギン液葡萄糖液，リンゲル氏液等の無
血が実施されているが，高慣なるもの，大量を必・
要とするものなどの欠点がある。更にかかる欠点
のないものにおいては術後の生体に現われる低カ
ロリー状態を考えると到底その非経口的補給では
充分に満是することがむずかしい。故にかかる術
後の低カロ1り一歌態を補充する意味において高カ
ロリーを有する脂肪の非経ロ的撮取法があれば理
想的である。‘最近かかる見地より脂肪製剤の経回
脈体内輸入の研究，宮川米次氏等1）効創製のISF油
コロイド（略称EC．G．）を使用しての，その門下で
ある永堀・田沼氏等4）・5）の研究，即ち図研病院並び
三生病院に蜘ておこなった胸購口無方廓患
者の血圧に及ぼすECG．の影響の研究更に昭和
医大藥理学及び外科学敏室共同6）での肝油コロイ
ド（略称E・C・K・）についての基礎的研究などが行わ
れつつある。すでに米國におV・てはMoore氏等7）
の乳化脂肪の臨豚的使用実験，Men9氏等s）の脂
本論丈の要旨は北海逝医学会第28回大会（昭和27
　　年6刀）で獲衷した。
ユ）営川：綜合医学8，9，20（1951）．
2）宮川：治療及び処方24，545（昭18）．
3）密川・宮川：綜合医学8，34（1951J．
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肪エムル9オンの動物実験がなされている歌態で1
ある。しかしかかる経静脈体内脂肪輸入剤を考証
るに，脂肪が膠質溶液であれば更に理想的である。
即ち膠質溶液であればその物理化学的性状により
生体の粘膜或いは創傷面を被覆し機械的或V～は化
学的刺激に対しこれを保護し，從ってある程度の
消炎作用の発現が考えられるからである。この肝
油脂肪コロイドの外科的臆i用は初歩的段階にあり
動物実事においてもその具体的，系統的なものは
見当らす，殊に手術侵襲に対する養護処置の1”i的
に慮用したものはない状態である。私はとりあえ
ず肝油5％，葡萄糖95％の割合に含有される肝油
．脂肪コロイド（武田藥化学研究所製品以下F・C・G・
と略記す）の20％膠質溶液を実験動物家兎の休内
に経静賑的に注入して諸槍索を行い，20％葡萄踏
液を等量注射せるものと比較槍討した。
実験内容
A．飢餓家兎に対するEC．G．の影響
　】）体重の変動
　2）体温（直腸内温度）の変動
　3）赤血球数の変動
4，田沼：綜合医学7，14（1950）．
5）田沼：綜合医学8，18（1951）．
6）上條外12名：昭和医学会雑誌10，67（IIII　25）．
7）　Moore，　F，．　D．：　J．　A．　M．　A．　141，　646　（1949）．
8）　Meng，　H．　C．：　J．　Lab．　＆　Clin．　Med　37，　222（1951）．
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　4）　白血球数の変動
　5）　　血球素量の…変動
　6）全血比重の変動
　7）　血漿比：重の変動　　　　　　　　　　一
B．開腹術施行家兎に対するF．C．G．の影響
　1）体重の変動
　2）体温（直陽内温度）の変動
　3）赤血球数の変動
　4）白血球数の変動
　5）血球素量の変動
　6）全血比重の変動
　7）血漿比重の変動
C。正常家兎にEC．（｝．注射せる場合の血液像変化
実験方法
　A．正常健康な成熟家兎5匹（体重2～3kg）を約3週目
同一の食餌で飼育したる後完全飢餓状態となし一物も與え
ず，飢餓第41H目より連続1週間飢餓状態彫こおいてNo．33
54，55の3匹にはF．C．G．を，　No．58，59の2匹には葡萄糖
液を緑日注射し比較槍面した。種々の検査に際しては可及
的日岡的刺激を避け同一條件の下に行った。なおF．C．G．注
射は煮沸滅菌せる注射筒（10ce容）にF．C．G．溶液を入れる
前に1度滅薗蒸溜水を通して後F．G（｝末2gを沈射用滅菌
蒸溜水10ccにて溶解し．よく混禾「1振盤せしめ完全に溶解し
たるをたしかめた後家兎茸静脈内へ注入（所要時間2～3分）
した。なお対照例への葡萄糖液注入も同様に無菌的に20％
葡萄糖液．10ccを］…r静脈内・＼注入した。
　1）：体：重の測定は毎朝10時30分に行った。
　2）：直腸内温度の測定には動物用無稽留温度計を直直内
へ約5cm挿入し3分後の休温を記録した。
　3），4），5）：赤血球数，自血球数並びに血球素量の錐定には
何れも検定済のThoma－Zeiss氏メランヂュールを使用し，
血球素量算定はSahli氏法によった。
　6），7）：全血及び血漿の比重測定は吉川春詳氏9）の硫酸銅
法を用い，O．OOIの比重差を有する硫酸銅溶液を1．000より
1060まで60種作製し更に正確を期するためOstwald氏比
重計によって度々調整した。
　探血は滅菌乾燥せる注射器（5cc容）を以て可及的麓血を
避けつつ家兎耳静脈を穿刺して得た血液を注射針より直接
滴下して全血比重を測定し，獲りの血液を血清分離用に使
用した。血．清分離は3，00Q一軸，30分卜1田遽心Ψ党澱した得た。
血漿比重と血清比：重との間には大差がないといわれて》・る
ので血漿比重としては折出せる血清の比重を以て代用した。
なお血漿比重測定にも全血比重測定の際使用画る注射針と
同口径のものを使用した。
　B，正常健康な成熟家兎1体重2～3kg）5匹を用い，内
No．34，35，51の3匹には術前30分に20％F．C。G．溶液10
cc（F．C。G．2g）を，　No．4，36の2匹には術前30分た20％
葡萄糖液10ccを注射し，各々に対し開腹術施行し何れも
当凹のみ完全飢餓となし一物も典えなかった。
　開腹方法は家兎を固定台上に仰臥位、となし，無麻解状態
にて約5cmの上腹部正中切開を加え，，腹膜を開き腸管露
出約5分の後腹膜，筋膜，皮膚と3暦縫合を施し術を了え
た。諸槍査法，注射法は実瞼方法Aと同様である。
　G　正常健康な成熟家兎（体重2～3kgl　3匹を用い20％
EC．G。溶液10　cc　fF．C．G．2　g）を注射後31］目までその血液
像を観繋した。　なお血液塗抹標本はMay－Giemsa染色に
よつて作製した。　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　実験成績
　A．
　1）：体重の変動は第1衰の如くF．GG．影身寸例，対照例
共に飢餓第嚇：i目まで著明に減少するが，その以後におけ
る減少傘はF．C．G．注射例が対照例に1ヒし小となっている。
即ちF．c．G．注射例における飢餓第4i］”降の1口平均体
：重減少寧は亭均40．Ogであ｝」）葡萄糖液を注入．せる対照例
におけるそ抱は平均’47．Ogである。
第　　1　表
　　日数’　　　　　oNo． 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10　　備 考
　33
　54
　55
牛　均
　58
　59
干　均
　　g2500
2300
2200
2333
2350
2390
2370
2300
21SO
2050
Z177
2？，10
22SO
2245
2200
2050
ユ850
1967
2110
2160
2135
2080
1S40
1720
1S80
2050
2070
2060
ユ900
ユ750
ユ680
1777
2000
2000
2000
1900
1700
1650
1750
1960
1940
1950
1750
16SO
1620
16S3
1930
19ユ0
1920
1700
1640
1580
1640
1890
1S60
1875
ユ680
1600
1560
1613
1810
1800
1630
1580
1530
1580
1SOO
1700
1600
1550
ユ470
1540
1770
1650
lsos　i　170ro　1　lno’
｝騨器晶
｝灘冒繍
（平均：小数第1位4捨5入｝
9）　吉ハ1：　硫酉菱金同法　（ll召23）。
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2）：体温値腸内温度1の変動
第2表を見る如くF．C．G．注射例及び対照例共に1℃以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第
　の体温の上昇並びに下降は見られず，著明な変化を來さな
　tho
2　表
譜・ 1 ?? 3 4 5 6 7 8 9 10　　備 考
　33
，54
　55　・
平　均
　5S
　59
平　均
　FC39．0
38．8
38．2
38．7
39．0
38．2
3一　S．6
39．3
3S．9
38．5
38．9
38．5
3S．6
38’．6
39．0
38．5
38．2
38．6
38．5
38．4
38．5
39．1
38．3
38．2
38．5
38．8
3S．1
38．5
39．1
38．4
3S．1
38．5
38．2
38．0
38．1
39．0
38．2
38．0
38．4
38．5
38．4
38．5
39．3
3S．2
38．0
3S．5
38．6
38．9
38．S
39．2
38．4
38．2
38．6
39．0
38．5
3S．2
39．0
38．1
38．0
3S．3
3S．9
38．4
38．7
39．1
38．5
38．1
3S．6
38．7
39．0
38．9
39．0
38．4
38．0
3S．5
38．7
38．6
3S．7
飢餓4ロ目より｝騨糖一
（準均：小数第1位4捨5入）
3）：赤血球数の変動
第3表を見る如く飢餓第4日以降における赤血球数減少
度はF．C．G．注射例が軽度ながら少ない。
第　　3　表
0
???????? 1 ?? ?」 4 5 6 7 8i910　　備 考
　33
　54
　55
エF　均
　58
　59
mp判
　万650
618
600
623
624
590
607
620
590
0r75
595
603
555
・　579
600
572
560
577
578
546
562
590
557
544
564
570
530
550
570
565
－552
562
562
520
541
590
560
550
567
550
516
533
590
55S
548
560r
530
509
520
580
550
543
55S
514
498
506
570
550
540
553
512
490
501
580
546
537
554
504
4S4
494
iiii｝購
il脚齢
（ZES一均：小数第1位4；捨5入）
　4）：　白血球数の変動
　第4表を見る如くF．C．G．注射例において飢餓第4H国に
最初の注射せる時，一過性の白血球数の増加（No．33は600
No．54は．1800，　No．55は1200の増加）が見られたが対瞭
例においては著変は認められない。
第　　4　表
譜1・ 1 ?? ?」 剣・1・
　33
　54
　55
準　均
　58
　59
平　均
8800
9600
7600
8667
9600
8400
8000
9400
S800
6800
S333
9200
9600
’　9400
8200
6800
6200
7067
9800
9400
9600
10200
6600
6SOO
7SOO
9400
9800
9600
10800
8400
8000
9067
7800
S600
8200
9000
8200
10200
9133
9400
7800
S600
7 一8 9 ・・1’備 考
g2eo
7600
10600
9133
8000
8400
8200
9600
10600
10400
10200
9400
S600
9000
9400
10400
10200
10000
9200
8400
S800
9600
84．00
8800
S933
9600
8400
9000
9000
7200
sooo
8067
9000
8400
8700
｝饗三
（平均：小数第1位4捨5入）
5）：血球素量の変動
第．5表を見る如くF．C．G．＄k射例及び対照例共．に飢餓第4
日まで著明に減少するが，その以降においてはEC．（三注射
例が対照例に比し減少率が遙かに軽度であり，F．C．G．注射
例では殆ど著明な変化を示さず，同一駿態を保持する傾向
がある。
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第　5　表
N6ン醍警l　o
　　　　　　pts
1 ?? 3 4 5 6 7 s 9
　33
　54
　55
Zl三均
　58
　59
平　均
　　　ト
???????????「 ?????67
69
75－
70
6S
70
69
????????? ? ?? ????一62
61
69
64
62
64’
63
???? ? ??ー??? ????「 ??
i・　1備 考?｝凹凹回
?
創L餓4口目より
1華川洲
　　　　　（AS均：小数第1位4捨5入♪
　6）：杢血比重の変動
　第6表を見る如く飢餓第4日まではF．C．G．注射例及び対
照例共に漸次著明な減少を辿るが，その以降において
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第
F．C．G．注射例の全血比重の低下は対照例のそれまり’も遙か
に小である。
6　表
ftagAl　o1 ?? 3 4 5 6 7 8 9 ・・1備 考
　33
”54
　55
干．均
　58
　59
tt　均
1060
1052
］058
1057
1056
1058
1057
105S
1051
1056
10sor
1054
1056
1055
1057
1049．
1055
1054
1053
1054
1054
1055
1048
1054
1052
1052
100r3
1053
1055
1048
1052
1052
1051
1052
1052
1054
1048
1052
ユ051
1049
1051
1050
1054
1048
1052
1051
1047
1049
1048
1053
104S
1051
1051
1049．
1048
1047
1052
1046
1051
1050
1045
1046’
1046
1052
1046
1050
1049
1044
1043
1044
1051
1045
1050
1049
104Q．
1041
1042
????
????????．
????????????? ．?
　　　　　（牛均：小数第1位4捨5入）
7）：血漿比重の変動
第7表を見る如くF．GG，注射例及び対照例共に飢餓第4
日まで著明に血漿比重の低下を噛すが，その以降の比重の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第
低下は全血比重の場合と同様に，対照例に比しF．C．G．注射
例の血漿比重の低下が小さい。
7　表
徳廷数1・ 1 2 ? 4
　33
　54
　50r
亭　均
　5S
　59
エF　均
1033
103S
1035
1030r
1037
1036
1037
103；2
ユ037
1031
1031
1035
1034
1035
1029
ユ035
1027
1030
1033
1031）
1033
10117
1031
ユ026
102S
1031
1031
1031
1027
1028
1026
1027
1030
1029
1030
5
1027
1029
1025
1027
1028
1027
1028
6
1026
1028
1024
1026
1027
1025
1027
7
　1025?
?
?
8
1025
1026
1024
1025
1023
1022－
1023
9 ・・1備 考
1024
1026
1023
ユ024
ユ022
1021
1022
??????．???
?????????
23
Q5
Q2
Q3
Q1
Q0
Q1
10
P0
P0
P0
P0
P0
P0
　　　　　．（年均：．小数第1位4捨5入）
　B．　’　1）：体重の変動
　第12日置見る如く開腹術施行の30分11劔こF．C．G．を注射
せるNo．34，35及び51の3匹は，同じく術前30分に葡萄
糖を注射せる対照のNo．4，36に比し遙かに変動が少なく
術前の休重とほぼ同じ状態を呈した。
　一般に対照例においては術後コ，2日目と漸次減少を見せ
その以降は漸次増加を辿り術後5日目にほぼ術前値に戻る
また対照例は術後の食慾不振が目立ち術後3H目より正常
の食慾が認められ，F．C．G．注射例より約1H逓れるため体
重の術前値恢復もおそい。　’　　、
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第　8　表
瀟遡
　34
　35
　51
平　均
　4
　36
平　均
o loi ・・t・司・日 ・司・日1・日…
　　g2760
2700
3000
2820
2400
2600
2500
．
2720
2640
3000
2787
2300
2510
2405
2760
2620
2980
2787
2260
．2480
2370
2740
2640
3100
2827
2320
2480
2400
2770
2660
3000
2810
2360
2520
2440
2710
2650
・　2980
2780
2300
2560
2430
2750
26SO
3150
2860
2380
2600
2490
備 考
術前F．C．G．注射施
行
／術前葡萄糖注射施
1行
（片山：小数第1位4捨5入）
2）＝体温1直腸内温脚の変動
第9表を見る如くF．C．G．注射’例及び対照例共に開腹術施
行直後にも著明なi変化は認められない。
第　　9　表
謹」1・ loi ・・！ P・H・日 3日　　5日 7則・・蝋備 考
　34
　3S
　51
平　均
　4
　36
亭　均
　　cC38．2
’39．0
38．5
3S．6
38．3
38．8
38．7
38．7
39．5
3S．9
3S．9
38．0
3S．4
38．2
39．0
39．5
38．9
39．1
38．4
38．5
3S．5
38．5
39．4
38．5
38．8
38．2
38．7
38．5
3S．4
39．5
38．2
38．7
38．0
38，5
38．3
38．6
39．3
38．4
38．8
3S．2
38．7
38．5
38．5
39．2
38．2
38．6
38．4
38．9
38．7
38．2
39．7
38．5
38．S
38．5
38．7
38．6
38．5
39．4
38．4
38．8
38．3
38．9
38．6
術前F．C．G．注射施
行
術前葡萄糖注射施
行
　　　　　（平均：小数第2位4捨5入）
　3，：赤血球数の変動
　第10表を見る如くF．C．G．注射例においては術後の減少
が対照例に比し軽度であり，減少を辿るのは術後1日目ま
ででその以後は術前値へ戻る傾向を示す。対照例において
は術後2口目まで減少し，その以後漸次恢復し，ほぼ術後
5～7日目で術前値へ戻る。
第　10　表
訳司・ 10！ 30！　　1日
???
牛　均
??
平　均
　万660
620
680
653
580
600
590
600
585
662
618
562
584
573
595
570
650
605
548
555
552
618
596
648
6？，1
昌27
540
534
2口
640
604
662
635
515
540
528
3日
632
610
670
637
548
5SO
564
5日
640
620
672
644
560
576
568
・則・・日
648
620
670
646
570
605
5S8
650
624
675
648
572
610
591
備 考
術前F．C．G．注射施
行
｝転轍
〔平均：小数第1位4捨5入）
　4）：　白血球数の変動
第11表を見る如くEC．（］．注射例において｝ま術後1日目
に白血球数最高に達し，以後漸次減少し術後2H目に術前
値に簾るが，　対照例においては術後130分に最高に達し術
後2U目に術前へ戻る。
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第　　11　表
漣月
　34
　35
　51
zp　均
　4
　36
平　均
。 ’loi
8600
9000
8600
8733
9400
S200
8800
9600
8400
8800
8933
11200
8800
100QO
・ピ・日 ・1到・・ ・酬・・i… 備 考
10200
8SOO
10800
9933
12000
10800
1t400
11600
9800
10600
10667
11000
10600
10800
10200
8800
7800
8600
10200
9200
9700
11000
9200
840Q
9533
9600
9000
9300
10000
9600
8600
9400
8800
9200
9000
9SOO
9000
8400
9067
10000
8800
9400
iii§｝警前葡萄糖注射施
（平均こ小数第1位4捨5入）
　5）：血球素量の変動
　第12表を見る如くF．C．G．注射例は何れも術後1日Elに
2～5％の減少を示し，術後3口目にほぼ術前値に簾るが対
照例においては術後1～2日目に最大の減少（10％箭後）を
示し，術後7日目にほぼ術前値：へ戻る。．
第　12　表
謹冒1・
　　　　　　％
10！
　34　．
　35
　51
平　均
　4
　36
平・均
?????????? 「 ???．?
30／　1　i　pl・剛・則・司・日巨・El 備 考
???? ? ????? ?????????????????????????．?．? ??? ???｝騨一
術前葡萄糖注射施
行
〔準均：小数第1位4捨5入1
　6）：全血比重の変動
　第13表を見る如くF．C．G．注射例におレ・ては何れも術前
の状態と比し術後1～2日’にごぐ軽度の減少を示すが，対照
例に細いては術後30分より2日目まで術前の全血比：重に比
し5～10の減少を示す。術前値への恢復日数はE．C．（翫注射
例は術後3～5N，対照例は術後7Hである。
第　13　表
誌里響「・ 10！ ・引・明・国・剛・日 ・司・・T・ ? 考
　34　．
　35・
　51
zド　均
　4
　36
平　均
1058
1051
1053
1054
］D55
1059
1057
10，57
1049
1052
1053
1052
1054
1053
1058
1048
1052
1053
1051
1055
1053
1058
1e49
1052
1053
1052
1056
1054
1058
1049
ユ052
1053
1051
1056
1054
1058
1053圏
1052
1054
1052
1056
1054
loors
1053
1053
1055
1053
1056
1055
105S
1052
1053
1054
1054
1059
1057
1058
1052
1053
1054
1055
1060
1058
術前F．C．G．注射施
行
（亭均：小数第1位4捨5入，
7）：血漿比重の変動
　第14表を見る如くF．C．G．注射例においては循後1～2日
に最も低下するが，　その減少度は術前値の1～2低下であ
る。しかし対照例にte　v・ては術後1～2日’に3～5低下を示
す。術前値への恢復日数はF．C．G．注射例においては術後3
日，対照例では5～7日である。
4巻2一号 沖．　肝油コロイド（F．C．G．）の外科的健1用
　　　　　第　14　表
141
謹1・・
　　　．　34
　35
　rol，
雫　均
　4
　36
平　均
1028
1026
1027
1027
1026
100b8・
ユ027
10i ・・’ v・1・1・日
ユ027
1Q26
1027
1023
1025　，
1028
1027
1026
1025
1026
コ．025
1024
1026
ユ025
JO27
1024
1026
1026
1022
1025
10・24
1027
1025
1026
1026
1021
1027
1024
3　r｛
1027
1026
10．97
1027
ユ023
1027
1025
5　i／］
102S
1026
1027
1027
1023
1028
1　02・　6
7則…T・1
ユ02S
1026
1027
1e27
1025
1029
1027
備 考
｛ii劃一
li蕪　｝1前葡萄糖注射施　　爵
　　　　　（牛均：小数第1位4捨5入）
　C．正常健康なる成熟家兎No．37，38，39の3匹に20％
F．C．G．液10ccを注射し，その末粘血液像に現われる変化．
を時間を追って観終し！。その主なる変化は・【オジン好性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第15表
球の出現，軸性好性球1儒エオジン好性球｝の増加に俘ない
ツンパ球の減少が見られる。
No．　37
時間
」??????????????
赤血球
r万）
650
653
660
655
645
658
635
血球素
（％） ????? ? ?
白血球・
9600
10SOO
11400
12000
11200
9400
9200
大軍核球
o
O．5
0
1．0
1．0
2．0
’2．0
儒エオジン好性球
メ　タ1桿腋1分葉????????56．5
50．0
58．5
60．5
67．5
62．0’
58．5
エオジン
好二二
????????
リンパ球
40．0
・43．0
36．0
’　2S．5
26．0
2S．0
35．0
撫i㌘
0層
’　2．0
1．0
5．5
zo
4．0
1，5
3060
3050
3000
3040
第16表　　No．38
時　間
???。。。。? ｛????? ?
赤血球
（万）
550
546
520
540
538
570
545
血球棄
（％｝
?（???????
自嚇｝輝棚
　　　1
S200
8800
9200
S600
10400
8SOO
8000
?????
儒エオジン好性球
’ブ　タi朴状i分葉??5．5　．
6．5
4．5
3．5
2．7
2．5
4．5
55．0
56．0
59．0
62．5
70．0
60．5
55．5
エオジン
好二二
???????????
リンパ球
3S．5’
36．0
33．5
30．0
25．5
28．5
37．0
肥絆球
「?????ー?ー
体重
　（g）
2600
2520
2seo
2550
第17表　No．39
時　間
??（??．???? ????? ???
赤血球
（万）
640
645
650
650
660
650
640
血球素
（％） ?????? ????
白血球
8400
10400
11200
12800
9600
1020Q
8800
大耶核球
0
1．0
1．5
3．5
1．0
1．0
1．0
儒エオジン好性球
メ　タ1桿状1分葉????3．0
1．5
1．0
3，．5
ユ．O
O．5
3．0
59．5
56．5
54．0
40．5
44．5
53．5
52．5
エオジン
好性球
??????? ー ?
リンパ球
36．0
41．0
40．0
50．5
52；5
44．0
43．0
肥脾球
「??
?「???
???
??
体重
　Cg）
2950
3000
3060
3050
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　　　　　　　　総括考按
　私は生体に及ぼす手術侵襲を養護する一一4一段特
に術後のカロリー源を非経ロ的に補給する一手段
として肝油及び葡萄糖を含む肝油コロイド（F．C．
G．）を種々な闘病下にある家兎に非経口的に注入
し，その作用を同濃度等量の葡萄糖溶液の作用と
比較槍討を試みた。即ちF・CGは1E常，飢餓，開
腹術施行の各層態にある家兎に対しその20％滅菌
蒸鯉水溶液10cgを静注しても異常反鷹及び発熱
反面は認められなV・。F．C．G．は飢餓歌態にある家
兎に対し，その連続毎日注入は体重，赤1血L球数，
血球素量，全血比重及び1重し漿比重の減少を抑制す
る点において遙かに葡萄糖よりすぐれている。
　飢餓時における家兎の白血球数は，連続7日闇
F．C．G．を毎日注入してもiE常時における白血球数
に比し土止が見られない。体温も同様に富戸は見
られなV・。また開腹術施行家兎に対しても一過性
の白」匹球数塘加が見られる程度で，体温もiE常と
変らない。開腹術施行せる家兎の場合，術前に
F．C．G．を注入せるものは，鉱油，赤血球数，血
球素量，全血比重及び」皿漿比重の術前値えの恢復
はほぼ2～3日であるに比し，対照の葡萄糖注入の
ものは上記のものすべてほぼ5～7日を要してい
る。家兎iE常時にF．CG．を注入せる場合のthL液
像に現われる変化中著明なことは軽度の赤1血〔球面
白血球数，血球素量の増加，リンパ球の減少，．エオ
ジン好性球の出現が一過性に見られることである。
　以上の有効なる事実がすべて20％ECG．溶液
10ccの注入によって証明される～二とは宮川翁面及
び千葉医大中山外科部室におV・て実験に供された
肝油コロイドQ10％溶液使用による効果より遙か’
にすぐれているものと思う。また家兎開腹術施行
せるものについて見ても術後のショック症状の殆
ど認められす，術前状態え復帰する時閻の対照例
に比し遙かに短かV・点も肝油コuイドの物理化学
的丁丁に帰因するものと推定される。
　　　　　　　　結　　　論
　20％F．C．G・液ユOccを家兎の種々なる駅態に注
入して見て次のことがいえる。　　　　　　、
　1．1E常時，飢餓時並びに開腹術施行前k注入
しても何等過敏性症欺が認められなV・。
　2．依亜は正常時におV・ては糟加，飢餓例並び
に開腹術施行前に注入すれば癖直：鳶色の抑制の傾
向が見られる。同濃度等量の葡萄糖液注入よりも
・遙かにすぐれている。
　3．体温はiE常時，飢餓時，開腹術施行前に注
入しても著明な変化は認められない。
　4．血液の諸種なる成分に対しては，1E常時に
おいて赤血球，白血球の数的増加，血球素量の壇
加，リンパ球減少に件なう中性好血球（｛爲エオジン
好性球）の増加が一過性に見られる。飢餓時におい
ては赤血球数，血球素量，全血比重及び血漿比重
の低下がF・C・G・の連続毎日注入により抑制され
る。開腹術施行前に注入すると，赤血球数，血球
素量，杢血比重及び画し漿比重の減少を抑制し，且
つ術前値えの恢復も葡萄糖液を注入せる場合より
早い。自血球数は旺常時におV・て注入する場合「
過性の増：加が見られるが，飢餓時において連続毎
日注入しても，開腹術施行前に投與しても著明な
変化は見られない。
　以上の結果よりF．C．G．は手術侵襲を養護する
点においてすぐれたものと思う。《昭和27．S．25受付｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　An　ic　ttempt　has　been　made　te　inject　fat　preparations　paretiterally　as　one　ef　the　methods　of　nutritious
treatment　after　surgical　operi‘tions・　As　a　first　step，　F．　C・　G・　was　injected　intravenously　to　rabbits
and　1　compared　the　results　of　F．　C．　G．　with　those　of　glucose．
　　Experimental　results　are　followings　：
　1）　F．　C．　G．　checked　the　decrease　of　body　weight，　number　of　erythrocytes，　hemoglobin　content　and
．　spezific　gravity　of　blood　in　rabbits　under　hunger　state，　while　E　C・　G・　increased　the　above　（mentioned
factors）　in　normal　rabbits．
　　2）　These　factors　mentioned　above　reeovered　rapidly　by　preoperative　application　of　E　C．　G．．　lt　may
　be　due　to　the　physico－chemical　and　nutritious　nature　of　E　C・　G・　that　F．　C．　G．　is　better　than，　glucose．
It　may　be，　therefore，　expected　to　applicate　F・　C・　G・　in　surgical　operations・　CReeeiVed　Aug．　2s，　lgs2）
